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第４章 大糸線（小滝～糸魚川） 

第 1 節 旅プラン（元北陸本線の再掲） 

糸魚川・富山の旅（127.4ｋｍ） 

〇9月 5日（土）曇り 

あずさ 5号 八王子 8:33→南小谷 11:56 

南小谷 12:07 → 小滝 12:43 

小滝～根知～頸城大野（くびき）～姫川～糸魚川（13.6㎞：21.874歩） 

糸魚川泊（ホテルゑびや:025－552－0067:401号室） 

 

〇9月 6日（日）晴れ 

糸魚川〜青海～親不知～市振～越中宮崎〜泊（29.9㎞：51,188歩） 

泊 17:31 → 富山 18:18 

富山泊（東横イン富山新幹線口Ⅰ:076－433－1045:406号室） 

http://www.kassy-kan.net/blog/wp-content/uploads/2020/09/DSCN8515.jpg
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〇9月 7日（月）曇り 

富山 8:00 → 泊 8:50 

泊～入善～西入善～生地～黒部～魚津（23.6㎞：47.162歩） 

魚津 16:42 → 富山 17:05 

富山泊 

  

〇9月 8日（火）晴れ 

富山 5:31 → 石動 6:05 

石動～福岡～西高岡～高岡やぶなみ～高岡～越中大門～小杉〜呉羽～富山（34.8㎞：
74,132歩） 

富山泊 

  

〇9月 9日（水）晴れ／雨 

富山 7:51 → 魚津 8:14 

魚津～東滑川～滑川～水橋〜東富山～富山（25.5㎞：55,780歩） 

富山泊 

〇9月 10日（木）雨／曇り 

富山・立山観光 

はくたか 564号 富山 13:19 →大宮 15:26 
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第 2 節 心温まるメッセージ 

元北陸本線の掲載のため割愛。 

 

第 3 節 1日目：9月 5 日（土）：小滝～糸魚川 晴れ 

2020年 9月 5日（土）～9月 10日（木）の旅の第 1弾は、大糸線の小滝駅から糸魚

川駅までの営業キロ 13.6㎞に挑戦する。お蔭様で曇り空にて、残暑の中ではあるが終

始歩きやすい日和だった。 

 

※八王子駅、あずさ 5号 

八王子発 8時 33分のあずさ 5号で南小谷（みなみおたり）駅まで移動し、南小谷駅か

ら再度乗り鉄で小滝駅まで移動する。八王子から松本までの中央本線（八王子～塩尻）

と篠ノ井線（塩尻〜松本）は、既に鉄道つたい歩きにて踏破済である。それ故、甲府・

小淵沢・上諏訪・岡谷・塩尻・松本と続く沿線は当時苦労した懐かしい場面を思い出し

ながらの旅となった。 

 

※本日の乗車券・特急券、松本駅、豊科駅 

一方、松本からの大糸線は初の乗り鉄でもあったので、将来の鉄道つたい歩きを想定し、

車窓からの風景を楽しむと同時に注視する。松本から白馬までは概ね平野が続き歩きや
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すそうであったが、白馬から南小谷そして小滝にかけて山間が続き、相当骨が折れそう

な区間であった。4年前、三男坊家族と立山アルペンルートを旅した関係で、信濃大町

駅界隈の風景を見て当時の記憶が多少蘇って来た。 

 

※南小谷駅界隈の車内、南小谷駅 

 

※南小谷駅 

時刻表で確認したところ、松本から南小谷までの区間（営業キロ 70.1㎞）は JR東日本、

南小谷から糸魚川までの区間（35.3㎞）は JR西日本の管轄となっていた。また、前者

は電化区間、後者は非電化区間となっていた。あずさ 5号で南小谷駅には 11時 56分に

到着する。南小谷駅からは 12時 7分発の 1両の非電化車両（ワンマンカー）で小滝ま

で移動する。車内は 30名位で、大半が中高年の男性であった。最初の到着駅である中

土駅手前で、何かトラブルがあり、15分位停車する。南小谷から小滝にかけて、深い

山間が続き、白馬から南小谷までの区間よりは、踏破に相当負荷を要するだろうと察知

する。 

 

※中土駅手前（列車一時停車）、小滝駅 
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※小滝駅 

小滝駅には 16分遅れとなった。この駅の下車は私のみであった。小滝駅から糸魚川駅

までの到着時刻は次の通り。 

小滝（12:59）～根知（14:01）～頸城大野（くびき、15:33）～姫川（16:07）～糸魚川 （17:03） 

①小滝駅前は工事中であった。国道 148号線を歩く。13時 11分、西山跨線橋を経由し

３つの洞門を経由し、根知駅を目指す。途中、大前洞門（万歩計で 1,307歩、含む大前

トンネル）、唐沢洞門（553歩）、根小屋洞門（55歩）があった。13時 52分、JR線を

跨ぎ鉄道の左側に出て、鉄道沿いに歩いた先に根知駅があった。根知駅前は民家が多数

あった。 

 

※小滝駅前、笹倉温泉、大前洞門 

 

※田圃を走る列車、大きな岩、根知駅 
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※根知駅 

②14時 13分、186歩ある根知川大橋を渡る。その先に大断層見学地（糸魚川ジオパー

ク）の案内板があった。14時 29分、80歩ある中山洞門を通過。姫川を跨ぐ山本橋（86

歩）、中山橋（331歩）を渡り、頚城大野駅には 15時 33分到着する。 

 

※根知駅前、糸魚川大断層見学地案内板 

 

※中山橋、頚城大野駅 

➂頚城大野駅からは左手に姫川を見ながら歩く。15時 39分、1両編成の電車と対面す

る。15時 58分、国道 148号線に合流する。国道に沿った先に姫川駅があった。数年前、

函館本線で苦労に苦労を重ねた姫川駅（現在廃駅）と同じ名称なので親しみを感じた。 
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※姫川駅 

④16時 28分、北陸自動車道下を潜る。左手に北陸新幹線の高架した線路が見えて来る。

16時 50分、JR線を跨ぎ、道なりに歩いた先に新幹線側の糸魚川駅があった。駅構内を

経由して、在来線側に出る。 

 

※糸魚川駅への路 

 

糸魚川駅（新幹線側）と駅構内 
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※糸魚川駅改札口前、糸魚川駅（在来線側） 

⑤ホテルに到着するや否や夕立となる。非常にラッキーであった。汗を流し、ホテル紹

介の居酒屋”マナオ”に出向き、本日の疲れを癒す。佐久から来たという寺島氏と出会

い色々世間話をさせて頂く。楽しい実りある一日であった。 

 

※ホテル”えびや”、居酒屋”まなお”、地酒 5種類飲み比べ 

 

※地酒飲み比べ 5点セット、美味しい刺身盛り合わせ 
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※寺島氏と糸魚川のひと時を楽しむ！！ 

(^^♪・・・・・♪・ 

・・・ 

元フコク生命時代の友人長尾昇蔵氏（北海道在住）から次のような心温まるメールを頂

きましたので、ご紹介します。 

姫川駅、北陸にも有ったのですね。昔、現役時代に新潟に出張した時に、時刻表を見て

可愛い名前だと思っていたら、函館に赴任して電車に乗る度に同じ名前を見つけて懐か

しんでいたのですが、まさか、その近くに住むことになるなんて、不思議なご縁もある

ものだと……！そして今回、カッシー館で紹介されるなんて、またまたご縁が……！ 

 

以下、元北陸本線のため記載割愛 
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